
品 目 対前月 今月価格 先月価格 備考 銘柄・規格 単位

1 はくさい 27.9 18.3 全て茨城産でした 100ｇ

2 きゃべつ 23.3 30.1
全て道外産でした

100ｇ

3 大根 19.0 21.7 100ｇ

4 長ねぎ 77.8 56.8 100ｇ

5 レタス 45.1 59.3
全て道内産でした

100ｇ

6 ほうれん草 102.4 99.6 100ｇ

7 トマト 79.8 72.1 道内産が出回り出しました 100ｇ

8 じゃがいも 35.6 37.8
全て道内産でした

だんしゃく又はメークイン 100ｇ

9 玉ねぎ 26.6 24.7 100ｇ

10 にんじん 35.6 29.9 ほぼ道内産に変わりました 100ｇ

11 リンゴ 62.7 56.8 全て青森産でした ふじ又はサンふじ 100ｇ

12 まがれい 74.0 124.7 全て道内産でした 中型 100ｇ

13 さんま 200.0 171.0 100ｇ

14 ほっけ 119.5 131.3 全て道内産でした 開きほっけ・有頭 100ｇ

15 紅さけ 234.8 254.0 ほぼアメリカ産でした 切身 100ｇ

16 たこ 422.1 387.0 ほぼ道内産でした 刺身用煮だこ（足） 100ｇ

17 まぐろ 418.3 508.8 メバチまぐろ・刺身用・ブロック 100ｇ

18 サーモン 405.2 453.3 約半数がチリ産でした 刺身用・ブロック 100ｇ

19 鶏肉 138.2 138.4 国産・ブロイラー・もも肉 100ｇ

20 豆腐 114.1 88.6 対前月比約 29％の値上がり もめん・300g 程度 １丁 

21 まぐろ缶詰 213.4 173.3 対前月比約 23％の値上がり きはだまぐろ・70g 程度 １缶 

22 しょうゆ 395.8 324.0 対前月比約 22％の値上がり 濃口・1ℓ・ポリ容器入り １本 

23 マヨネーズ 321.0 292.1 対前月比約 10％の値上がり 350g 程度・ポリ容器入り １本 

24 サラダ油 512.0 474.6 対前月比約 8％の値上がり 1000g 程度・ポリ容器入り １本 

25 鶏卵 237.7 232.3 M 玉・無記載・10 個入り １ｹｰｽ

26 チーズ 153.6 118.4 対前月比約 30％の値上がり プロセスチーズ（4 個入り） １ﾊﾟｯｸ

27 洗濯用合成洗剤 507.9 330.3 対前月比約 53％の値上がり 詰め替え用・800g 程度 １袋 

28 ﾃｨｯｼｭﾍﾟｰﾊﾟｰ 377.3 328.4 ７ヶ月連続の値上がり 紙箱入り・150 組・5 箱 １組 

29 ﾄｲﾚｯﾄﾍﾟｰﾊﾟｰ 439.0 447.8 ４ヶ月振りの値下がり シングル・50ｍ・12 ﾛｰﾙ入り １組 

30 家庭用灯油 112.7 112.9 ホームタンク用配達料込 １ℓ 

31 ガソリン 166.7 164.7 ２ヶ月連続の値上がり フルサービス １ℓ 

32 ガソリン 164.0 161.0 ２ヶ月連続の値上がり セルフサービス １ℓ 

≪野 菜≫ 道内産が出回り出しました。生育が良好などの理由から、4月は平年並

みの価格となっています。 

≪加工食品等≫ 「豆腐」、「まぐろ缶詰」、「しょうゆ」、「マヨネーズ」、「サ

ラダ油」、「チーズ」は、対前月比で約８％から約３０％と値上がり傾向が顕著とな

りました。 

「鶏卵」は、全国的にも供給不足や価格高騰の「エッグショック」の影響が深刻化

しています。また、各地で相次ぎ発生した鳥インフルエンザの影響を受け、道内のス

ーパーでは通常の 8 割程度しか卵を仕入れることができない状況となっています。

食品メーカーや飲食店では、卵を使った商品の販売休止も相次ぎ、供給が元に戻るま

でには最低でも1年ほどかかるとみられています。 

≪日用品≫ 「ティッシュペーパー」は、７か月連続の値上がりとなりましたが、「ト

イレットペーパー」は、４か月振りの値下がりとなっています。「洗濯用合成洗剤」

は、対前月比約５３％の値上がりとなりました。 

市のホームページには６５品目６７銘柄を掲載していますので、ご覧ください。消費生活情報ＨＰ 

http://www.city.tomakomai.hokkaido.jp/kurashi/shohiseikatsu/seikatsubusshi/

４月の生活必需品の値動き！！ 

食料品（毎月１０日調査、調査店舗９店舗）

≪価格動向表≫  
右の価格動向表の が付いている品目は、対前月平均価格に比べ５円以上の値動きがあった

品目となっています。（値上りが１６品目・値下がりが８品目）

苫小牧市生活必需品価格動向表 （令和５年４月分）

◇調査員の感想・情報・意見◇

・鳥インフルエンザの影響で、卵は１家庭１個までと購入制限され、店頭に在庫

がなかった。 

・フキやキトビロなどの山菜、鵡川町産のレタス、北海道産のほうれん草やミツ

バなど、青果コーナーでは北海道の食材が活気を見せてきました。 

・卵以外の他の商品に関しては色々と豊富でした。特にアスパラガスが店頭に並

んでいたのを見かけた時には、季節を感じました。 

・さんま、イカなど冷凍のみの販売や販売数が少ないものが魚介類で見られた。 

・食卓に欠かせない食材が手軽に購入できなくなり、今後も不安が続きそうです。


